
こ
の
一
年
間
、
私
は
友
人
知
人
に

手
紙
を
出
し
た
り
、
い
ろ
ん
な
催
し

や
集
会
に
参
加
し
て
、
二
世
の
生
活

実
態
を
紹
介
し
、
署
名
を
お
願
い
し

ま
し
た
。
手
紙
に
は
、
切
手
付
き
返

信
用
封
筒
を
入
れ
、
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
97
歳
の
方
か
ら
、
団
地
を
ま

わ
っ
て
集
め
た
と
、
数
十
筆
送
っ
て

き
て
く
れ
ま
し
た
。

あ
る
研
修
会
で
は
じ
め
て
会
っ
た

方
に
署
名
の
こ
と
を
お
願
い
す
る
と
、

用
紙
を
持
ち
帰
り
１
０
０
筆
以
上
集

め
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
メ
ー
デ
ー

や
平
和
展
で
も
訴
え
、
署
名
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
７
月
12

日
付
友
好
新
聞
「
尊
厳
あ
る
暮
ら
し

を
希
望
」
と
范
秀
芬
さ
ん
の
訴
え
を

コ
ピ
ー
し
て
、
配
り
な
が
ら
、
署
名

を
お
願
い
し
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
記
事
を
読
む
と
息
が
詰
ま
り
ま

す
。映

画
「
日
本
人
が
忘
れ
た
も
の
ー

フ
ィ
リ
ピ
ン
と
中
国
の
残
留
邦
人
ー
」

（
監
督:

小
原
浩
靖
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
に

も
無
国
籍
の
旧
日
本
人
の
家
族
や
子

孫
が
い
る
こ
と
を
初
め
て
知
り
ま
し

た
。
日
本
政
府
が
自
国
民
救
出
責
任

を
放
棄
し
て
き
た
結
果
で
あ
り
、
中

国
残
留
邦
人
同
様
、
日
本
国
籍
を
と

る
、
い
わ
ゆ
る
「
就
籍
」
で
苦
労
し

て
る
状
態
を
映
画
は
伝
え
て
い
ま
す
。

帰
国
者
一
世
池
田
澄
江
さ
ん
や
１

５
０
０
人
も
の
「
就
籍
」
を
実
現
し

た
弁
護
士
先
生
方
な
ど
も
映
画
に
登

場
。
法
律
で
ダ
メ
な
ら
政
治
を
動
か

そ
う
と
の
お
話
は
大
変
印
象
的
で
、

励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
リ
ピ
ン
無

国
籍
者
、
中
国
で
の
残
留
邦
人
は
と

も
に
先
の
大
戦
の
被
害
者
で
す
ね
。

１
９
３
１
年
９
月
18
日
、
い
わ
ゆ

る
「
九
一
八
」
満
州
事
変
は
、
日
本

の
中
国
侵
略
の
始
ま
り
で
、
残
留
邦

人
を
生
み
出
し
た
開
拓
団
の
元
凶
だ

と
思
い
ま
す
。

（
布
川

雅
章
）

2023年9月15日 日中友好新聞 第２５９６号付録 （昭和25年9月13日第三種郵便物認可）

2023年９月号②
日本中国友好協会

大阪府連合会
〒530-0013

大阪市北区
芝田2-3-19
東洋ビル本館207
TEL06-6372-8131
FAX06-6372-8132
郵便振替口座
00970-5-8978
E-mail:info
@jcfaosaka.org
ホームページ
http://
jcfaosaka.org/

二
世
支
援
署
名
を
も
っ
と
ふ
や
そ
う
！

ど
こ
で
も
誰
に
で
も
署
名
を
お
願
い

台
湾
に
つ
い
て
高
田
佳
誉
子

さ
ん
担
当
で
歴
史
や
政
治
な
ど

シ
リ
ー
ズ
で
連
載
し
ま
す
。

台
湾
（
中
華
民
国
）
は
、
沖
縄
県

与
那
国
島
か
ら
１
０
０
㎞
し
か
離
れ

て
い
ま
せ
ん
。
台
湾
の
面
積
は
約
3,6

万
㎢
で
九
州
よ
り
や
や
狭
く
、
日
本

の
面
積
と
比
べ
る
と
約
9,5
％
で
す
。

人
口
は
約
２
３
４
０
万
人
で
、
東
京

都
と
神
奈
川
県
の
人
口
を
足
し
た
よ

り
少
し
多
い
く
ら
い
で
、
日
本
の
人

口
と
比
べ
る
と
約

18,6
％
で
す
。

２
０
２
２
年
の
調
査
に
よ
る
と
、

日
本
人
が
行
き
た
い
海
外
旅
行
先
の

１
位
が
台
湾
で
す
。
グ
ル
メ
、
癒
し
、

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
時
間
が
人
気
の

よ
う
で
す
。

一
方
で
現
在
、
台
湾
を
め
ぐ
っ
て

日
本
と
ア
メ
リ
カ
が
軍
事
同
盟
を
強

化
す
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。
台
湾
に

は
日
本
の
過
去
に
触
れ
ざ
る
を
得
な

い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
日
本
は
１
９

４
５
年
の
敗
戦
以
来
そ
の
歴
史
を
反

省
し
な
い
ま
ま
、
再
び
軍
事
力
か
ら

台
湾
に
関
心
を
向
け
て
い
ま
す
。
ま

ず
50
年
に
及
ぶ
日
本
の
植
民
地
支
配

の
始
ま
り
か
ら
で
す
。

１
８
７
１
年
９
月
に
日
清
修
好
条

約
が
締
結
さ
れ
、
日
本
と
清
国
の
国

交
が
結
ば
れ
ま
す
。
こ
の
時
日
本
は
、

清
の
冊
封
国
（
中
国
の
皇
帝
と
君
臣

関
係
を
結
ん
だ
国
）
で
あ
る
琉
球
と

朝
鮮
に
進
出
を
ね
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

11
月
、
台
風
の
た
め
台
湾
に
漂
着
し

た
宮
古
島
の
島
民
が
台
湾
の
先
住
民

に
殺
さ
れ
ま
す
。
日
本
は
こ
れ
を
利

用
し
て
琉
球
を
日
本
の
領
土
に
し
よ

う
と
し
ま
す
。
薩
摩
藩
の
属
領
と
し

て
い
た
琉
球
に
１
８
７
２
年
琉
球
藩

を
設
置
し
ま
す
。
そ
し
て
「
琉
球
は

日
本
国
で
あ
る
。
清
国
が
日
本
人
を

殺
し
た
生
蕃
を
処
罰
し
な
い
な
ら
、

日
本
が
処
罰
す
る
」
と
、
１
８
７
４

年
に
台
湾
に
出
兵
し
ま
す
。
台
湾
出

兵
は
、
近
代
日
本
初
の
海
外
出
兵
で

し
た
。
開
戦
に
踏
み
切
れ
な
か
っ
た

清
朝
は
、
日
本
と
北
京
議
定
書
を
締

結
し
、
琉
球
は
日
本
の
領
土
で
あ
る

こ
と
を
認
め
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

１
８
９
４
年
、
朝
鮮
で
甲
午
農
民

戦
争
（
東
学
の
乱
）
が
起
こ
り
ま
す
。

朝
鮮
の
閩
氏
政
権
が
清
朝
に
援
軍
を

求
め
た
た
め
清
朝
軍
が
朝
鮮
に
出
兵

し
ま
す
。
す
る
と
日
本
は
、
朝
鮮
と

清
国
の
冊
封
関
係
を
断
ち
切
る
た
め

に
朝
鮮
に
出
兵
し
、
日
清
戦
争
が
起

こ
り
ま
す
。
日
清
戦
争
は
日
本
が
勝

利
し
ま
し
た
。
１
７
９
５
年
に
締
結

さ
れ
た
下
関
条
約
で
、
清
国
と
朝
鮮

の
冊
封
関
係
が
否
定
さ
れ
ま
す
。
ま

た
台
湾
と
澎
湖
諸
島
が
日
本
へ
割
譲

さ
れ
、
以
後
50
年
間
、
日
本
の
植
民

地
と
さ
れ
ま
し
た
。

「
ビ
ギ
ナ
ー
ズ
台
湾
」
シ
リ
ー
ズ
①

日
本
の
植
民
地
支
配
の
始
ま
り

女
性
部
学
習
会

中
国
文
化
を
も
っ
と
知
ろ
う

９
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
半
～

府
連
２
０
５
号
室

資
料
代

１
０
０
円

８
月
26
日
「
納
涼
の
つ
ど
い
」
を

昨
年
に
続
い
て
谷
町
６
丁
目
の
中
華

料
理
「
興
隆
園
」
で
開
催
し
ま
し
た
。

初
参
加
の
方
４
名
（
う
ち

２
名
は
非
会
員
）
を
含
め

17
名
の
参
加
で
し
た
。
佐

藤
支
部
長
の
挨
拶
、
近
藤

さ
ん
の
乾
杯
の
音
頭
で
は

じ
ま
り
、
お
い
し
い
中
華

料
理
と
ビ
ー
ル
や
紹
興
酒

を
飲
み
な
が
ら
し
ば
ら
く

歓
談
し
た
後
、
参
加
者
全

員
か
ら
一
言
発
言
を
し
て

も
ら
い
、
そ
の
後
、
何
人
か
の
参
加

者
か
ら
余
興
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

府
連
副
会
長
の
山
本
さ

ん
か
ら
さ
だ
ま
さ
し
の
歌
「
い
の
ち

の
理
由
」
が
披
露
さ
れ
、
従
業
員
の

方
も
含
め
て
参
加
者
か
ら
「
好
！
好
！
」

の
声
が
飛
び
交
い
ま
し

た
。

松
尾
さ
ん
の
太

極
拳
「
二
十
四
式
」
表

演
、
西
脇
さ
ん
の
漢
詩

朗
詠
も
好
評
を
博
し
ま

し
た
。

ま
だ
ま
だ
暑
い
日
が

続
く
中
、
健
康
に
留
意

し
な
が
ら
夏
を
乗
り
切
っ

て
、
10
月
14
日
（
土
）

に
予
定
し
て
い
る
「
第
４
回
支
部
総

会
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
意
思
統
一

し
て
散
会
し
ま
し
た
。
（
西
脇
義
彦
）

城
北
支
部
・
納
涼
の
つ
ど
い
開
催

９
月
１
日
号
府
連
通
信
の
府
連
大

会
で
の
浅
田
勝
美
さ
ん
の
発
言
内
容

が
不
正
確
で
し
た
。
ご
指
摘
を
受
け

訂
正
し
ま
す
。
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
。

「
毒
ガ
ス
遺
棄
の
調
査
・
研
究
を
続

け
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
中
国
で
遺

棄
さ
れ
た
毒
ガ
ス
の
問
題
（
日
本
が

毎
年
国
家
予
算
を
組
ん
で
い
る
）
と

国
内
で
遺
棄
さ
れ
た
毒
ガ
ス
問
題
が

あ
り
ま
す
。
民
医
連
の
お
医
者
さ
ん

た
ち
が
今
も
中
国
に
行
っ
て
支
援
を

し
て
い
ま
す
。
国
内
で
も
被
害
者
が

出
て
い
ま
す
。
戦
後
78
年
経
っ
て
い

ま
す
が
、
日
本
国
民
に
と
っ
て
こ
れ

か
ら
解
決
す
べ
き
課
題
で
す
。

今
ま
で
堺
支
部
が
取
り
組
ん
で
き

た
こ
と
を
山
本
先
生
の
ア
ド
バ
イ
ス

で
『
研
究
中
国
』
に
ま
と
め
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。
」

府
連
大
会
発
言
訂
正

中
国
語
講
座

10
月
開
講

現
在
開
講
中
の
第
１
１
８
期
は
、

９
月
中
旬
で
終
了
し
ま
す
。

初
心
者
を
対
象
と
し
た
「
入
門
レ
ッ

ス
ン
」
は
①
９
月
25
日(

月)

10
時
～

②
９
月
29
日(
金)
６
時
半
～

開
講
し
ま
す
。

内
容
は
と
も
に
同
じ
も
の
で
す
。

経
験
の
あ
る
方
は
、
授
業
を
見
学

の
上
ク
ラ
ス
を
お
決
め
く
だ
さ
い
。

期
途
中
か
ら
の
受
講
も
可
能
で
す
。

（
受
講
料
の
会
員
割
引
が
あ
り
ま
す
。
）

２
０
２
４
年
カ
レ
ン
ダ
ー

中
国
悠
久
の
旅

Ｂ
４
版

28
ペ
ー
ジ
中
綴
じ

１
２
０
０
円
（
送
料
３
５
０
円
）

ま
だ
ま
だ
出
か
け
る
に
は
不
安
を

感
じ
さ
せ
ま
す
が
、
毎
月
の
カ
レ
ン

ダ
ー
で
中
国
旅
行
を
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。
ご
注
文
は
府
連
事
務
所
、

各
支
部
役
員
ま
で
。

西
支
部
総
会
近
づ
く

西
支
部
は
１
割
以
上
の
会
員
と
読

者
を
70
名
に
が
合
言
葉
で
す
。

西
支
部
の
文
化
行
事
は
引
続
き

“

き
り
え“

や
中
国
語
、
太
極
拳
な

ど
に
参
加
し
、
中
国
文
化
を
少
し
で

も
知
っ
て
も
ら
い
た
い
と
活
動
を
し

て
き
ま
し
た
。
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
や
ラ
イ
ン

（
ア
プ
リ
）
等
を
使
い
こ
な
せ
れ
ば

身
近
な
友
達
を
行
事
や
会
員
と
し
て

迎
え
る
手
段
に
活
用
で
き
る
の
で
は

と
、
会
員
拡
大
で
10
月
の
総
会
を
迎

え
ま
す
。

（
松
原

弥
寿
夫
）

府
連
理
事
会
・
府
連
大
会
日
程

第
１
回
理
事
会
11
月
５
日
１
時
半
～

国
労
大
阪
会
館
３
階
中
会
議
室

第
２
回
理
事
会
２
月
25
日
１
時
半
～

国
労
大
阪
会
館
２
階
第
２
小
会
議
室

第
70
回
大
阪
府
連
大
会

24
年
７
月
７
日
（
日
）
１
時
半
～

国
労
大
阪
会
館
３
階
大
会
議
室

府
連
だ
よ
り

中
国
語
入
門
レ
ッ
ス
ン
開
講



Ⅱ
．
若
年
層
失
業
問
題
の
焦
点

（
１
）
激
増
す
る
大
学
卒
業
生

へ
の
就
業
対
策
は
？

表
に
よ
れ
ば
、
19
年
か
ら
22
年
へ

と
若
年
失
業
率
は
上
昇
を
続
け
て
い

る
が
、
当
年
度
卒
業
者
が
６
月
に
卒

業
直
後
の
７
月
に
各
年
度
の
ピ
ー
ク

を
迎
え
て
い
る
。
若
年
失
業
率
過
去

最
高

19.9
％
を
記
録
し
た
22
年
は
大
学

（
短
大
、
大
学
、
大
学
院
）
卒
業
生

が
１
０
７
６
万
人
と
、
初
め
て
１
０

０
０
万
人
を
突
破
し
た
年
で
あ
る
。

２
０
２
３
年
６
月
の
大
学
卒
業
生
は

１
１
５
８
万
人
と
さ
ら
に
増
加
し
て

い
る
か
ら
、
若
年
失
業
率
の
記
録
が

更
新
さ
れ
る
の
は
当
然
だ
っ
た
の
で

は
な
い
か
（
６
月

21.3
％
）
。

２
０
２
２
年
の
場
合
、
大
卒
予
定

者
の
就
職
内
定
率
は
４
月
ま
で
で
わ

ず
か

23.61

％
に
過
ぎ
ず
、
残
る
３
２
２

万
人
は
就
職
浪
人
と
な
っ
た
と
い
う

『
中
国
経
済
新
聞
』
ア
ジ
ア
通
信
社
。

実
態
は
こ
う
な
の
に
、
王
萍
萍
局

長
の
４
月
解
説
で
は
、
２
０
２
２
年

度
８
０
０
万
人
規
模
の
新
卒
就
職
待

機
者
の
行
方
に
は
触
れ
ず
、
23
年
卒

業
生
の
就
職
が
決
ま
っ
て
い
け
ば
若

年
失
業
率
は
低
下
し
て
い
く
は
ず
、

と
楽
観
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

２

０
２
３
年
上
半
期
末
に
党
中
央
、
国

務
院
は
事
態
の
深
刻
さ
を
警
戒
せ
よ

と
迫
っ
た
が
、
本
格
的
な
対
策
は
ま

だ
こ
れ
か
ら
で
あ
る
。
北
京
大
学
・

張
丹
丹
副
教
授
は
、
労
働
市
場
不
参

加
（
在
校
生
主
）
青
年
人
口
の
う
ち

25
％
１
６
０
０
万
人
は
職
が
必
要
な

の
に
職
探
し
を
し
な
い
「
隠
れ
失
業

者
」
と
推
定
し
た
う
え
で
、
実
際
の

若
年
層
失
業
率
は

46.5
％
に
達
す
る
、

と
警
告
し
て
い
る
。
『
日
本
経
済

新
聞
』
２
０
２
３
年
８
月
４
日

（
２
）
入
口
と
出
口
両
面
で

矢
面
に
立
た
さ
れ
る
若
者
た
ち

先
に
若
年
層
失
業
率
（
16
～
24
歳
）

が
極
め
て
高
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

全
体
失
業
率
（
16
～
59
歳
）
が
５
％

台
で
比
較
的
安
定
し
て
い
る
と
述
べ

た
が
、
そ
れ
は
25
～
59
歳
の
各
年
齢

層
の
失
業
率
が
低
い
う
え
に
、
就
業

者
全
体
に
占
め
る
若
年
層
の
割
合
が

小
さ
い
（

16.0
％
）
の
で
、
全
体
失
業

率
へ
の
影
響
が
及
ば
な
い
と
い
う
指

摘
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
景
気
後
退
が
各

産
業
、
各
企
業
に
雇
用
調
整
を
強
い

た
の
は
当
然
だ
が
、
若
年
層
失
業
率

の
高
さ
に
は
、
そ
う
し
た
雇
用
調
整

に
あ
た
っ
て
若
年
層
が
真
っ
先
に
削

減
対
象
と
な
る
と
い
う
。
「
中
国
で

は
会
社
側
の
都
合
に
よ
り
労
働
契
約

を
解
除
す
る
場
合
、
勤
続
年
数
に
応

じ
た
補
償
金
の
支
払
い
が
義
務
化
さ

れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が

若
年
層
に
集
中
す
る
。
あ
る
IT
企
業

の
解
雇
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
、

主
に
入
社
後
３
年
未
満
の
若
年
層
で
、

全
体
の

64.8
％
を
占
め
る
。
そ
れ
に
対

し
て
入
社
後
10
年
以
上
は
５
％
未
満

に
す
ぎ
な
い
」
（
三
浦
有
史
・
日
本

総
研
）

（
山
本

恒
人
）
（
続
く
）
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記
録
更
新
を
重
ね
る
中
国
の
若
年
層
失
業

若
者
の
危
機
感
は
抗
議
の
「
白
紙
」
運
動
に

日
中
友
好
の
輪
が
広
が
る

秋
の
始
ま
り
と
と
も
に
、
「
い
の

ち
」
輝
け
未
来
へ
！
希
望
の
一
座
公

演
が
９
月
24
日(

日)

１
時
半
か
ら
フ
ェ

ニ
ー
チ
ェ
堺
大
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ

ま
す
。

「
希
望
の
一
座
」
の
わ
ら
び
座
OB

会
や
民
俗
芸
能
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
若
駒
、

ス
ー
ホ
の
白
い
馬
モ
ン
ゴ
ル
楽
団
、

ま
つ
り
芸
能
集
団
田
楽
座
、
市
民
合

唱
団
ワ
ン
・
ピ
ー
ス
に
よ
る
、
う
た

や
祭
り
ば
や
し
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

堺
支
部
は
、
希
望
の
あ
し
た
を
ひ

ら
こ
う
実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い

ま
す
。
そ
の
取
り
組
み
の
中
で
中
国

留
学
生
学
友
会
の
皆
さ
ん
が
、
呼
び

か
け
人
や
当
日
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て

参
加
し
、
公
演
当
日
に
は
20
名
を
超

え
る
中
国
留
学
生
が
参
加
者
し
ま
す
。

そ
し
て
、
公
演
後
も
引
き
続
き
中
国

語
教
室
の
つ
ど
い
な
ど
で
交
流
を
継

続
し
ま
す
。
公
演
を
大
き
く
成
功
さ

せ
さ
ら
に
日
中
友
好
の
輪
を
広
め
ま

し
ょ
う
。

こ
の
公
演
成
功
の
た
め
に
「
賛
同

募
金
」
（
一
口
２
５
０
０
円
）
の
輪

を
広
げ
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
公
演
当
日
「
賛
同

募
金
」
を
頂
い
た
方
に
入
場
券
を
お

渡
し
し
ま
す
。
な
お
、
留
学
生
と
学

生
は
無
料
招
待
い
た
し
ま
す
。

連
絡
先
は
、
堺
支
部
事
務
局

０
８
０
‐
３
８
６
９
‐
０
８
６
６

上
村
康
夫
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

堺
支
部

中
国
留
学
生
も
ス
タ
ッ
フ
で
参
加

「
い
の
ち
」
輝
け
未
来
へ
！
希
望
の
一
座
公
演

最
近
、
ま
す
ま
す
中
国
語
を
学
ぶ

人
が
増
え
て
い
ま
す
。
特
に
中
国
語

を
学
ぶ
学
生
が
増
え
て
い
る
よ
う
に

思
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
国
語
を
学

ぶ
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
中
国
に
つ
い

て
も
知
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

第
13
回
の
中
国
百
科
検
定
で
は
、

10
代
と
20
代
の
受
験
者
が
合
わ
せ
て

77
％
も
受
験
し
過
去
最
高
で
す
。

「
中
国
を
知
り
た
い
」
と
「
知
識
・

教
養
」

が
合
わ
せ
て
77
％
「
就
職

活
動
」
と
「
学
校
の
勉
強
」

が
合

わ
せ
て
40
％
で
し
た(

複
数
回
答
可)

。

中
国
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
い
う

動
機
で
の
受
験
は
何
よ
り
で
す
が
、

就
職
や
学
校
で
の
勉
強
の
た
め
に
受

験
す
る
こ
と
も
良
い
こ
と
で
す
。
検

定
を
機
に
中
国
に
つ
い
て
知
り
た
く

な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

私
は
、
中
国
語
を
学
ぶ
人
、
特
に

学
生
に
と
っ
て
中
国
に
つ
い
て
知
る

機
会
で
あ
る
、
中
国
百
科
検
定
の
受

験
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
中

国
に
つ
い
て
理
解
せ
ず
に
、
中
国
語

が
話
せ
る
こ
と
は
、
危
険
な
こ
と
で

す
。次

回
の
第
14
回
の
中
国
百
科
検
定

は
12
月
２
日
で
す
。
ま
す
ま
す
、
受

験
者
数
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

10
月
14
日
に
大
正
大
学
で
行
わ
れ

る
「
第
８
回
Ｈ
Ｓ
Ｋ
中
国
留
学
・
就

職
フ
ェ
ア
２
０
２
３
」
に
日
中
友
好

協
会
が
ブ
ー
ス
を
出
す
こ
と
が
決
定

し
て
い
ま
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
、

多
く
の
中
国
へ
の
留
学
や
就
職
を
考

え
て
い
る
人
、
中
国
と
結
び
つ
き
の

あ
る
企
業
に
知
っ
て
い
た
だ
け
た
ら

と
思
い
ま
す
。

９
月
17
日
に
は
、
中
国
百
科
検
定

講
座
と
し
て
、
駒
沢
大
学
の
神
谷
智

幸
先
生
が
「
中
国
の
言
語
状
況
や
中

国
語
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で

講
義
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
２
時
か
ら
４
時
半
開

催
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ID 
は
３
５
６
９

９
０
４
９
２
４
５
、
パ
ス
ワ
ー
ド
は

６
２
２
５
６
６
。

李

拓

中
国
語
を
学
ぶ
な
ら
百
科
検
定
の
受
験
を

西
支
部
定
期
支
部
総
会

10
月
８
日(

日)

２
時
～

大
阪
国
労
会
館
２
階

城
北
支
部
定
期
支
部
総
会

10
月
14
日(

土)

５
時
半
～

城
東
区
民
セ
ン
タ
ー
３
階

８
月
27
日
漢
詩
漢
文
を
楽
し
む

講
座
「
杜
甫

魅
力
再
発
見
」
シ
リ
ー

ズ
の
第
４
回
が
国
労
会
館
で
23
名

の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
は
岡
山
大
学
名
誉
教
授
の
下
定

雅
弘
日
本
杜
甫
学
会
会
長
が
前
回

ま
で
の
質
問
に
答
え
て
説
明
さ
れ
、

第
３
回
の
資
料
の
補
講
を
「
杜
甫

の
叙
景
手
法
の
特
徴
と
叙
景
へ
の

姿
勢
」
な
ど
を
解
説
さ
れ
ま
し
た
。

中
国
成
都
テ
レ
ビ
作
成
の
ビ
デ
オ

に
下
定
さ
ん
が
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

う
け
て
い
る
シ
ー
ン
が
入
っ
て
い

ま
し
た
。
分
か
り
や
す
い
内
容
で

成
都
の
美
し
い
風
景
が
映
っ
て
い

る
ビ
デ
オ
で
す
。

５
月
か
ら

始

ま

っ

た

「
杜
甫

魅

力
再
発
見
」

は
残
す
と
こ

ろ
９
月
24
日

と
10
月
22
日

の
２
回
と
な

り
ま
し
た
。

追
加
の
募
集

中
で
す
。
参

加
費
は
１
０

０
０
円
で
、

１
回
の
み
の

参
加
も
可
能

で
す
。

漢
詩
漢
文
を
楽
し
む

杜
甫

魅
力
再
発
見

太
極
拳
東
海
ブ
ロ
ッ
ク
合
宿
が

９
月
２
日
か
ら
名
古
屋
市
露
橋
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
で
45
名
が
、
大

阪
か
ら
10
名
が
参
加
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
は
恒
岡
正
勝
本
部

指
導
員
、
今
回
の
テ
ー
マ
は
「
太

極
拳
で
動
け
る
体
つ
く
り
」
太
極

拳
で
い
う
「
一
動
全
動
」
は
、
一

つ
動
け
ば
動
か
な
い
と
こ
ろ
は
な

い
と
い
う
意
味
で
、
骨
格
や
筋
肉

の
位
置
な
ど
を
確
認
し
あ
い
な
が

ら
、
全
身
を
連
動
し
て
動
く
か
ら

だ
作
り
を
学

び
合
い
ま
す
。

正
し
い
姿
勢

で
し
ゅ
わ
い

し
ょ
う
が
出

来
れ
ば
、
極

意
の
「
双
竜

遊
水
」
二
匹

の
竜
が
昇
龍
、

降
龍
の
動
き

を
し
ま
す
。

太
極
拳
で
動
け
る

体
つ
く
り
を
学
ぶ


